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研究成果の概要（和文）：　1995年の阪神・淡路大震災時に設営された避難所に関連する震災資料の所在調査及び内容
分析を実施し、避難所の運営・管理・学校教育現場との関係などを主眼に研究を進めた。同時に、2011年の東日本大震
災時の避難所関連震災資料に関する調査を進め、大都市で発生した直下型地震災害時の避難所と、津波災害を伴う地震
災害時の避難所に関する震災資料の所在調査及び特徴を比較検討することを試みた。
　未だ現代文書であり、歴史学や史料学上の「史料」としての範疇に入らない震災資料について、震災資料の史料学的
価値及び研究視座を提示した。

研究成果の概要（英文）：Whereabouts survey of 1995 related to the earthquake materials in the Great 
Hanshin-Awaji Earthquake shelter that has been set-up at the time and content analysis was carried out, 
was conducting research to focus on, such as the relationship between the operation and management-school 
education of shelter . At the same time, promoting the study of shelter-related disaster information at 
the time of the Great East Japan Earthquake of 2011, and the shelter at the time of the direct type 
earthquake disaster that occurred in the big city, on the shelter at the time of earthquake disaster with 
the tsunami disaster of earthquake information the location study and features tried to weigh.
Still is a modern document, for earthquake disaster materials that do not fall within the scope of the 
"Annals" of history and historical studies on, was presented the historical biological value and research 
perspectives of the earthquake information.

研究分野：日本史学・史料学
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１．研究開始当初の背景 
⑴阪神・淡路大震災が発生して 18 年以上が
経過し、本研究の最終年度には 20 年という
節目を迎える。そのうえ、2011年には東日本
大震災が発生した。日本が戦後経験した大規
模地震災害に関係する資料（本研究では「震
災資料」と呼称）は、未だ歴史資料の範疇に
入る史料であると認識されない状況にある。 
 
⑵20年を経過するなかで、現代文書として取
り扱われ認識されてきた震災資料は、時間の
経過のなかで、刻々と散逸し所在不明になっ
ていく状況にある。しかし、未だ歴史資料に
該当しないというだけで、貴重な震災資料を
放置し散逸するままにまかせているわけに
はいかないという危機意識が背景にある。 
 
⑶東北地方太平洋沖地震の発生は、日本が近
い将来に、さらなる大規模な地震災害を予測
する事態をも惹起している。このような状況
変化は、現代文書として放置されるか、単に
保存しておけばよい扱いから、今、過去の貴
重な経験と知見を、将来の地震災害に活用す
べき状況へと大きく認識と位置づけを大転
換すべきであると認識するにいたった。 
 
２．研究の目的 
⑴阪神・淡路大震災時の震災資料、特に、被
災地に広範に設営された避難所に係わる資
料は、震災後の復旧の様態を記録した貴重な
データである。本研究では、1995 年に経験
した東日本大震災時の避難所対応と 2011 年
の東日本大震災時の避難所対応を比較検討
することで、都市型大規模地震災害とトラフ
型地震災害における状況の違いと被災者に
対する復旧支援状況を比較していくことを
目的に設定した。 
 
⑵そのため、既に公共機関に保存されている
震災資料の悉皆調査を実施し、避難所関係資
料の様態を把握しつつ、現代文書であり、歴
史学ではまったく手を付けていないデータ
に関する整理及び分析、理解の有り方につい
て検討を行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
⑴阪神・淡路大震災時の避難所資料の所在調
査、及び、未だ随所に散在している震災資料
の発見と整理・保存を最初に実施することに
した。 
 
⑵既に震災資料を保存している兵庫県立阪
神・淡路大震災記念人と防災未来センター
（以下、「人防」と略す）資料室所蔵の震災
資料の悉皆調査と避難所関係資料の複写作
業を実施した。 
 
⑶神戸市教育委員会の支援を受けるかたち
で、神戸市立小学校及び中学校の校長会の了
承を得て、被災地の公立学校における震災資

料の有無を実地調査した。また、調査した公
立学校が震災資料を保管している場合は、各
学校長の了解のもとで、副本を作成する作業
を実施した。 
 
⑷所在を確認できた震災資料については、整
理作業を行うとともに、歴史学研究の基本的
なアプローチである史料目録作成を行うこ
とにした。この作業を実施するにあたって、
人防の震災資料アーカイブズとして公開さ
れている整理方法と目録を基準にしながら、
より震災資料の特性を表出できるような目
録化を検討していった。 
 
⑸避難所が設営された学校に残された震災
資料のなかでも、特に、避難所関係資料に着
目し、当時の運営・管理・対応などについて
分析を実施した。このような研究手法は、現
在までほとんど実施された先行研究がない
状況にあり、本研究が先鞭を付けることにな
った。 
 
⑹東日本大震災被災地における震災資料の
調査も、阪神・淡路大震災時の震災資料に対
するアプローチと同様の方法で実施してい
った。被災地のなかで津波による校舎などに
被害を受けず、避難所として活用された学校
の状況の把握と震災資料の有無から所在調
査を実施した。 
 
⑺震災後２年～４年という直近の状況にあ
っては、個人情報保護などの問題から、直接
的なアプローチはできない場合が多いと考
え、岩手県・宮城県・福島県の３県の各校長
会が編集した『震災記録集』に準拠しつつ避
難所の運営・管理・被災者への対応の状況を
把握する手法を採った。 
 
⑻大学生・院生を中心に、「震災資料研究会」
を組織し、調査し得た震災資料について、検
討し分析した内容を共有する場を創出した。
この研究会での検討と討議を通じて、両度の
大震災時の震災資料の比較検討及び差異な
どについて、共通理解を構築していくことを
目指した。 
 
４．研究成果 
⑴人防資料室所蔵震災資料のうち、学校避難
所関係資料（約１万点）の悉皆調査及び避難
所関係資料の副本作成を行った。従来、非公
開とされてきた人防資料室所蔵の震災資料
について、本研究に関しては、特別閲覧と調
査を許可された結果、従来、まとまった避難
所運営に関する記録データ＝研究の基礎と
なるべきデータを、直接手に取って調査する
ことができた。多くの震災資料に接する経験
を積み重ねることで、1995 年当時の避難所に
おいて、どのような文書が作成されていたの
かを理解することができた。 
 



⑵神戸市立小学校校長会及び神戸市立中学
校校長会が本研究の意義と重要性を認識し
てもらった結果、神戸市域被災地の各学校に
保存されてきた震災資料の有無、震災資料の
捜索、震災資料の副本作成を実施した。この
悉皆調査の結果、震災以後 20 年を経過する
なか、多くの学校に存在していたであろう貴
重な震災資料の所在が不明になっているこ
とが判明した。震災資料そのものが貴重なド
キュメントであるとの認識を持った校長以
下関係職員の手で保存措置が図られた事例
もあったが、時の経過とともに、学校内での
保管場所も不明となったり、新任校長と離任
校長間での情報の伝達不足などにより、破棄
されたり、通常の保存年限５年を遥かに超え
る保存資料は、何らかの意図的な保存措置が
なければ、20年後まで保存されていかないこ
とも判明した。 
 
⑶阪神・淡路大震災時に甚大な被害を被った
神戸市長田区を重点調査フィールドと設定
し、神戸市立駒ｹ林中学校、神戸市立駒ケ林
小学校、神戸市立真陽小学校など、数多くの
学校で震災資料の所在調査を行うとともに、
大量の震災資料が保管されていることを発
見した。本研究では、これら発見し得た学校
所蔵の震災資料について、現代文書であり、
かつ、歴史的な史料に成りえていない段階の
文書の整理法及び目録基準などを展示した。 
 
⑷都市域においても、次第に少子化と高齢化
が進行するなか、1995 年当時は立派に存立し
ていた学校が次々と統廃合される状況にあ
る。廃校になる学校が保存してきた震災資料
も、学校とともに廃棄の運命をたどる。研究
では、神戸市教育委員会の理解と支援を得た
結果、いくつかの廃校予定の学校において震
災資料調査を実施し、廃棄資料のなかから、
貴重な震災資料を救出することができた。 
このような状況は、東日本大震災被災地の
学校においても、同様の措置が急速に進行し
つつある。しかし、震災資料の持つ価値や意
味、活用すべき重要な文書群であることが認
識されないまま、学校と運命を共にしている
事例も多いことが判明している。 
 今後、東日本大震災時の震災資料をどのよ
うに保存し活用していく環境を整えるのか
が、本研究を実施した後に残された課題であ
ると認識を持っている。 
 
⑸1995 年に発生した阪神・淡路大震災から
20 年を経過するなかで、震災実体験者が次々
と物故するなど、震災の記憶は次第に薄れて
いく現状にある。そういった環境のなかで、
本研究を実施する過程で、学生の参加を本研
究の活動のなかに踏み込むことを模索した。
本研究の所在調査の結果、発見し得た震災資
料の整理作業を学生たちにも参加してもら
うことで、既に震災の記憶もほとんどない学
生たちに、新たな震災の記憶を継承してもら

うことが可能になると考えたからである。下
記雑誌論文の⑤や⑦がそれに該当する成果
報告である。また、震災を経験し避難所を開
設した経験を持つ学校とも協働作業ができ
る環境を醸成することにも務めた。その結果、
学校側と学生及び研究代表者の3者が協働し
ながら、いままで所在も確認できなかった震
災資料や多くの貴重な歴史資料の発見に繋
がった。 
 
⑥学生を参加させることで、震災の記憶を継
承することが可能になることを実証しえた
本研究の発展形態として、学生や一般市民な
どにも門戸を開いた「震災資料研究会」を組
織し、現在(2015 年)まで活動を継続している。
そのなかで、新発見の震災資料をどのように
整理し分類していけばよいのか、「避難所日
誌」などの避難所関係資料の記述を検討する
研究方法の模索など、新しい研究拠点を創出
した。なお、活動の経過は、水本のホームペ
ージ上で随時報告する形態をとっている。 
 
⑦神戸市長田区役所内の「人・街・ながた震
災資料室」とも良好な協働作業の環境を構築
することができた。悉皆調査を実施した人防
資料室所蔵震災資料の多くが、学校側資料で
あったり、ボランティア参加団体が残した資
料であったりする事例が多いなか、行政側の
残した資料が多数所蔵されているため、避難
所運営などの深部にまで分析が可能になる
研究成果をあげることができた。 
 
⑧東日本大震災域の震災資料の所在調査は、
困難を極めた。仙台市、石巻市、南三陸町、
名取市、宮城県亘理郡山本町など、多くの自
治体における震災資料の保存状況を調査し
た。その結果、震災発災後 2 年～4 年という
時間経過では、ほとんど震災資料保存などに
エネルギーを割くゆとりのない状況にある
ことが判明した。唯一、名取市が「震災記録
室」(2015 年 3月解散)を設置して震災資料も
含めた記録化の取り組みを行っている情報
に接することができた。未だ、復興の過程に
ある各自治体は、目の前の災害からの復興に
ほとんどのエイルギーを傾注しており、過去
を云々するゆとりがない状況も把握するこ
とができた。 
 
⑨東日本大震災時に設営された学校施設な
どの避難所は、阪神・淡路大震災のそれと比
較して、短期間に閉所されていることが特徴
の１つとして挙げることができる。収容した
被災者も、阪神・淡路大震災のそれと比較し
て、あまり大量の被災者を収容した避難所が
少ないことが判明した。また、地域のコミュ
ニティーが良好に機能している被災地の避
難所は、比較的に運営もやりやすい状況にあ
ったようである。しかし、仙台市の一部地域
の学校避難所のように、大量の被災者を収容
したり、途中で避難所を移動させる措置を取



った避難所などでは、避難所運営が円滑に行
えなかったと記録している場合もある。阪
神・淡路大震災が大都市域で発災した事例で
あることと比較するなかで、地域のコミュニ
ティの存在が避難所運営上大きな要素にな
ることが、本研究の調査結果からも指摘でき
た。 
 
⑩国立国会図書館が構築した「東日本大震災
データベース:ひなぎく」や東北大学国際災
害研究所が構築した東日本大震災データベ
ース「みちのく震録伝」なども調査を行った。
その結果、記録を残すべきデータとして多く
の動画が保存資料として使われている。阪
神・淡路大震災の事例が、写真や紙資料が多
いことと、大きな差異として指摘できた。 
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